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『広汎な基礎研究データからを臨床に活かす方法』
横浜市立大学国際共同臨床研究推進実行委員会

報告書目次

プログラム

講演要旨お よび講演スライ ド

開 催 日 :2010年 2 月 1 日

開催場所 !横浜市健康福祉総合センター (横浜市中区桜木町 1 - 1 )

主  催 :横浜市立大学先端医科学研究センター

共  催 :東京医科歯科大学

後  援 :厚生労働省, 横浜市

特,U協賛 :横浜市立大学医学会

協賛団体および企業 :アステラス製薬株式会社, 株式会社高研, サノフィ・アベンティス株式会社,

第一三共株式会社, 帝人在宅医療株式会社, バイエル薬品株式会社, 万有製薬株式会社,

ファイザー株式会社, 富士フィルム RI フアーマ株式会社
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